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2026 年６月期通期 個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

個別(プレシジョン・システム・サイエンス株式会社単体)の業績予想につきましては、重要

性の観点から公表を行っておりませんが、2026年６月期業績につきまして、前期実績値と差異

が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．プレシジョン・システム・サイエンス株式会社単体業績の前期実績値との差異 

2026年６月期通期個別業績(2025年７月１日～2026年６月30日） 

      （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前年同期実績（Ａ） 4,510 -122 -84 -187 -6 円 81 銭 

実 績 値 （ Ｂ ） 5,170 217 206 609 22 円 25 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 660 339 290 796   

増 減 率 （ ％ ） 14.6％ - - -   

 

２. 差異発生の理由 

当期の売上高増加は当社が「PSSプラットフォーム」と称する、当社製核酸抽出試薬を使用

する遺伝子検査向け装置が堅調に推移したことに加え、過年度からの累計出荷台数増加・蓄積

に伴い同装置で使用する核酸抽出試薬及び関連消耗品の売上が大きく伸長したことによるもの

です。 

また、営業利益は上記に加え、前期より強力に推し進めてきた事業再編と構造改革施策の効

果が如実に表れ、４期ぶりに黒字化し、親会社株主に帰属する当期純利益は、米国子会社清算

益、黒字化に伴う繰延税金資産計上等、当期固有の事由もあり大きく好転しました。 

 

 

以上 


